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2
0
1
6
年
東
京
都
日
中

友
好
協
会
訪
中
団
は
、
宇
都

宮
徳
一
郎
会
長
を
総
団
長
に

11
月
3
日
北
京
市
を
訪
問
し

た
。
翌
日
に
、
北
京
市
人
民

対
外
友
好
協
会
で
開
催
さ
れ

た
「
北
京
・
東
京
　
民
間
交

流
写
真
展
」
開
幕
式
に
参
加

後
、
北
京
飯
店
に
お
け
る
歓

迎
宴
に
出
席
し
た
。

　
歓
迎
宴
前
、
宇
都
宮
会
長

と
田
雁
常
務
副
会
長
の
間

で
、「
2
0
1
7
年
東
京
―

北
京
　
両
協
会
交
流
事
業
」

に
関
す
る
7
項
目
に
わ
た
る

覚
書
が
調
印
・
交
換
さ
れ

た
。
2
0
1
7
年
は
日
中
国

交
正
常
化
45
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
交
流

事
業
を
「
45
周
年
記
念
事

業
」
と
し
、
両
都
市
市
民
・

日
中
の
「
草
の
根
交
流
」
を

幅
広
く
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
友
好
交
流
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　
11
月
5
日
午
前
、
須
藤
誠

理
事
長
を
団
長
に
B
コ
ー

　
14
回
と
な
る
「
見
に
行
く

会
い
に
行
く
」
は
、
北
京
か

ら
瀋
陽
、
大
連
へ
。
北
京
で

の
懇
親
交
流
会
で
は
、
北
京

市
婦
女
連
合
会
、
人
民
対
外

友
好
協
会
、
羽
仁
も
と
子
・

吉
一
夫
妻
設
立
の
自
由
学
園

北
京
生
活
学
校
卒
業
生
と
そ

の
関
係
者
ら
が
集
ま
り
、
テ

ー
マ
は
家
庭
で
の
手
仕
事
で

2
0
1
6
年
　
市
民
交
流
訪
中
団

　
11
月
5
日
、
北
京
の
日
程

を
終
え
、
瀋
陽
・
丹
東
・
旅

順
・
大
連
へ
旅
立
つ
こ
と
に

な
っ
た
。
当
日
、
空
港
に
向

か
う
高
速
道
路
は
、
ス
モ
ッ

グ
が
ひ
ど
く
使
用
不
能
の
情

報
が
出
て
い
た
が
、
な
ん
と

か
空
港
に
到
着
し
た
。
空
港

は
大
混
乱
、
出
発
時
間
は
不

明
。
や
む
な
く
そ
の
場
で
待

機
。
参
加
者
は
8
人
、
対
友

協
の
盧
さ
ん
が
案
内
役
。

　
朝
の
9
時
40
分
発
の
飛
行

機
が
出
発
し
た
の
は
、
午
後

3
時
過
ぎ
、
瀋
陽
に
は
夕
刻

到
着
。
予
定
の
市
内
見
学
は

中
止
し
て
、
ホ
テ
ル
直
行
。

　
翌
6
日
午
前
の
高
速
列
車

で
丹
東
へ
。初
め
て
の
街
、高

層
ビ
ル
が
林
立
し
、近
代
都

市
の
様
相
に
び
っ
く
り
。北

朝
鮮
と
の
国
境
の
街
だ
と
は

知
っ
て
い
た
が
、こ
の
よ
う

に
大
き
な
街
と
は
想
像
し
て

い
な
か
っ
た
。北
朝
鮮
と
は

鴨
緑
江
を
橋
で
繋
が
れ
て
い

る
。橋
は
二
本
あ
り
、一
本
は

朝
鮮
戦
争
の
時
に
ア
メ
リ
カ

ス
メ
ン
バ
ー
8
名
（
北
京
市

対
友
協
の
李
維
建
科
長
を
含

む
）、
は
北
京
空
港
か
ら
厦

門
へ
出
発
す
る
こ
と
と
し

た
。
3
時
間
10
分
の
フ
ラ
イ

ト
で
あ
る
。
厦
門
で
は
2
泊

の
予
定
で
、
世
界
遺
産
「
華

安
土
楼
」
や
「
コ
ロ
ン
ス
島
」

を
見
学
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
厦
門
は
上
海
よ
り
さ
ら
に

南
に
位
置
し
、
海
を
は
さ
ん

で
台
湾
の
対
面
に
あ
り
初
冬

で
も
温
暖
で
過
ご
し
や
す
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
は
、
訪

中
前
た
ま
た
ま
厦
門
市
観
光

局
長
一
行
が
都
日
中
を
訪
問

さ
れ
様
々
な
お
話
を
伺
っ
て

い
た
。

　
北
京
空
港
に
到
着
後
、
フ

ラ
イ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、
ス
モ
ッ
グ
の
た
め

か
多
く
の
便
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
表
示
さ
れ
て
お
り
、
厦
門

便
も
キ
ャ
ン
セ
ル
で
あ
っ

た
。
対
友
協
の
李
科
長
と
次

便
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
も

本
日
の
フ
ラ
イ
ト
は
無
理
と

判
断
し
、
次
善
の
策
で
新
幹

線
を
利
用
す
る
こ
と
と
し

た
。
北
京
南
駅
ま
で
地
下
鉄

を
利
用
し
、
上
海
ま
で
の
1

等
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し

た
。
乗
車
時
間
は
5
時
間
で

あ
る
。
ス
モ
ッ
ク
の
お
か
げ

で
思
わ
ぬ
体
験
が
で
き
た
。

快
適
で
素
晴
ら
し
い
新
幹
線

の
旅
で
あ
っ
た
。

　
当
日
は
厦
門
ま
で
行
く
の

は
無
理
な
の
で
、
上
海
空
港

ホ
テ
ル
で
1
泊
し
、
翌
日
の

午
前
便
で
、
2
時
間
か
け
て

厦
門
に
飛
ん
だ
。

　
空
港
到
着
後
、
バ
ス
で
予

定
さ
れ
て
い
た
世
界
遺
産

「
華
安
土
楼
」
見
学
に
向
か

っ
た
。

　
土
楼
は「
真
田
丸
」で
は
な

い
が
、敵
か
ら
家
族
・
村
を
守

る
た
め
の
土
と
石
で
作
っ
た

円
形
の
城
で
あ
り
円
形
内
部

に
は
中
央
に
各
家
族
共
有
の

広
場
が
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
ト
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
翌
日
午
後
は
帰
国
日
で
あ

る
。
午
前
中
に
予
定
さ
れ
て

い
た
「
コ
ロ
ン
ス
島
」
見
学

に
行
っ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後

の
各
国
（
13
ケ
国
）
の
租
界

で
あ
っ
た
。
現
在
は
観
光
島

　
私
は
今
回
の
都
日
中
訪
中

団
で
の
訪
中
が
、
初
め
て
の

中
国
訪
問
で
あ
る
と
同
時
に

初
め
て
の
海
外
訪
問
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
体
験
で

感
じ
た
事
は
「
相
手
に
思
い

を
伝
え
る
」と
い
う
事
で
す
。

　
普
段
の
生
活
で
会
話
に
不

自
由
す
る
と
い
う
経
験
が
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
中
国
で
は
日
本

語
は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
が
通

じ
な
い
事
も
あ
り
相
手
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

不
自
由
し
正
直
壁
に
感
じ
ま

し
た
。
で
す
が
、
だ
か
ら
こ

そ
普
段
以
上
に
「
相
手
に
自

分
の
思
い
を
伝
え
た
い
、
伝

わ
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
思

い
は
強
く
な
り
ま
し
た
。
身

振
り
手
振
り
を
交
え
な
ん
と

か
相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝

え
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
相

手
に
自
分
の
思
い
が
伝
わ
っ

た
と
分
か
っ
た
際
の
喜
び
も

普
段
以
上
で
嬉
し
か
っ
た
。

　
ま
た
言
語
の
違
い
以
外
で

も
、
文
化
の
違
い
な
ど
を
理

由
に
壁
を
勝
手
に
感
じ
て
い

て
、
当
初
は
不
安
も
あ
り
ま

し
た
。
で
す
が
実
際
は
そ
ん

な
事
無
く
、
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら

い
、
現
地
の
友
好
協
会
の
方

を
は
じ
め
出
会
っ
た
多
く
の

人
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
同
時
に
流
暢
な

会
話
が
出
来
な
く
て
も
、
何

と
か
こ
の
気
持
ち
が
相
手
に

も
伝
え
た
い
、
伝
わ
っ
て
欲

し
た
。
中
国
側
か
ら
は
魔
よ

け
「
七
彩
粽
子
」
吊
飾
り
を
、

日
本
側
は
古
新
聞
で
折
紙
の

「
水
切
箱
」、
紙
で
作
る
「
菓

子
入
れ
」
そ
し
て
「
ア
ク
リ

ル
た
わ
し
」そ
れ
ら
を
作
り
、

教
え
合
い
和
や
か
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
空
路
瀋
陽
へ
。

瀋
陽
故
宮
で
は
か
つ
て
中
国

東
北
を
支
配
し
た
清
王
朝
の

歴
史
見
聞
を
。
そ
の
直
後
で

し
た
。
こ
の
地
方
特
有
の
突

然
の
猛
烈
な
雷
雨
に
見
舞
わ

れ
、
冠
水
し
た
道
路
は
小
中

学
校
の
下
校
時
と
重
な
っ
て

大
渋
滞
と
な
る
ハ
プ
ニ
ン

グ
。
明
く
る
朝
、
初
秋
の
大

平
野
を
J
R
新
幹
線
に
似
る

高
速
列
車
に
て
大
連
へ
。
車

窓
か
ら
は
日
露
戦
争
最
大
の

奉
天
陸
戦
戦
跡
の
遼
陽
、
首

山
堡
な
ど
へ
思
い
を
馳
せ
ま

し
た
。
大
連
は
大
連
港
、
大

連
机
場
の
海
と
空
か
ら
世
界

へ
広
が
る
美
し
い
近
代
都
市

で
す
。

　
か
つ
て
我
国
の
国
威
に
目

を
見
張
る
旧
関
東
軍
本
部
や

大
和
ホ
テ
ル
な
ど
、
ま
た
旧

日
本
人
街
、
ロ
シ
ア
風
情
の

街
並
み
が
今
も
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
旅
順
へ
。
日
清

日
露
の
旅
順
攻
防
戦
戦
跡
の

旅
順
港
、
二
〇
三
高
地
、
東

鶏
冠
山
堡
塁
な
ど
を
訪
ね
ま

し
た
。
そ
れ
ら
は
一
体
何
だ

っ
た
の
か
。
そ
こ
で
は
数
多

の
清
国
軍
、
ロ
シ
ア
軍
、
日

本
軍
の
将
兵
が
斃
れ
、
多
く

の
中
国
人
民
も
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。
民
族
を
越
え
て
神

の
子
た
る
人
間
が
愛
し
合
う

べ
く
精
神
を
思
う
と
き
、
涙

の
溢
れ
る
の
を
禁
じ
得
な
い

の
で
す
。

　
安
重
根
処
刑
の
旧
旅
順
刑

務
所
へ
と
も
思
い
な
が
ら
、

深
く
心
に
染
み
る
旅
で
し

た
。　
　
　
　
　（
三
宅
進
）

と
な
っ
て
お
り
、
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
て
い
る
島
に
は
多

く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
。
当
時
の
日
本
領
事
館

あ
と
も
見
学
し
た
。
温
暖
気

候
で
も
あ
り
草
木
が
生
い
茂

り
美
し
い
島
で
あ
っ
た
。

　
様
々
な
旅
程
変
更
に
あ
た

り
、
李
維
建
科
長
に
は
大
変

ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
的
確
な
判
断
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
そ
し
て
B
班
の

す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
思
う
事
は
、
確

か
に
言
語
の
違
い
は
壁
で
す

が
、
決
し
て
超
え
ら
れ
な
い

壁
で
は
無
く
、
そ
れ
を
理
由

に
交
流
な
ど
を
諦
め
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
事
で

す
。
住
む
場
所
や
言
語
が
違

っ
て
い
て
も
、
実
際
に
会
っ

て
接
す
る
事
で
、
同
じ
気
持

ち
を
共
有
出
来
る
し
、
思
い

は
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。
大

切
な
の
は
自
分
の
気
持
ち
だ

と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
事
を
感
じ
る

事
が
出
来
た
の
も
、
今
回
の

訪
中
で
今
の
実
際
の
中
国
を

見
る
事
が
出
来
た
結
果
で
あ

り
、
と
て
も
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
同
時
に
も
っ
と
中
国

の
事
を
自
分
自
身
の
目
で
見

て
知
り
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。
今
回
は
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

軍
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、断

橋
と
し
て
残
さ
れ
、途
中
ま

で
行
く
こ
と
が
で
き
た
。あ

と
一
本
は
正
常
に
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、人
影
も
車
や
列

車
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
丹
東
に
は
、
万
里
の
長
城

の
東
端
、
虎
山
長
城
が
あ

る
。
東
端
は
山
海
関
だ
と
思

っ
て
い
た
の
で
び
っ
く
り
。

　
長
城
の
反
対
側
は
リ
ン
ゴ

畑
に
な
っ
て
お
り
、そ
の
先

に
数
メ
ー
ト
ル
巾
の
小
川
が

あ
る
。川
の
向
こ
う
は
北
朝

鮮
だ
と
い
う「
一
歩
跨
」の
看

板
が
あ
り
、国
境
に
違
い
な

い
。小
川
の
中
国
側
は
、鉄
製

の
柵
が
あ
り
、警
備
兵
が
い

た
が
、北
朝
鮮
側
は
畑
が
続

い
て
い
る
ば
か
り
で
、人
も

い
な
い
。こ
れ
が
国
境
だ
と

は
と
て
も
思
え
な
か
っ
た
。

　
夜
、
北
朝
鮮
が
経
営
し
て

い
る
料
理
屋
で
食
事
。
最
初

ウ
ナ
ギ
の
蒲
焼
が
出
て
き
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
無
く
な

っ
て
い
た
。
誰
か
が
食
べ
た

の
で
は
な
く
、
他
の
テ
ー
ブ

ル
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

食
事
が
終
わ
っ
た
頃
、
歌
と

踊
り
の
シ
ョ
ウ
が
始
ま
り
、

手
を
と
ら
れ
、
舞
台
で
一
緒

に
踊
ら
さ
れ
た
。

　
丹
東
と
北
朝
鮮
と
の
間
に

は
、
海
に
近
い
と
こ
ろ
に
も

う
一
本
橋
が
架
け
ら
れ
て
い

た
。
工
業
団
地
の
専
用
の
橋

と
か
、
国
際
的
な
制
裁
の
一

環
か
、
工
事
が
中
止
さ
れ
て

い
た
。

　
7
日
、
丹
東
か
ら
旅
順
へ

約
3
5
0
キ
ロ
（
バ
ス
で
約

5
時
間
）、
日
露
戦
争
の
と

き
の
会
談
場
所「
水
師
営
」を

見
学
。
最
大
の
激
戦
地
「
二

〇
三
高
地
」
に
登
る
。
山
全

体
に
ト
ー
チ
カ
が
作
ら
れ
て

お
り
、
壁
に
は
す
さ
ま
じ
い

銃
弾
の
跡
が
残
さ
れ
て
い

た
。
山
頂
か
ら
は
旅
順
港
の

全
貌
が
見
渡
さ
れ
、
子
供
の

頃
教
科
書
で
教
え
ら
れ
た
旅

順
港
の
入
口
が
狭
く
な
っ
て

お
り
、
そ
こ
に
日
本
の
軍
艦

を
沈
め
て
ロ
シ
ア
の
艦
隊
を

封
じ
込
め
た
と
い
う
場
所
を

眼
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
8
日
、大
連
の
中
山
広
場
、

大
和
ホ
テ
ル
、
大
連
港
を
見

学
。
敗
戦
時
東
北
に
い
た
日

本
人
数
万
人
が
、
集
結
、
帰

国
し
た
港
で
あ
る
。

　
三
宅
団
長
の
「
こ
れ
ま
で

何
回
か
中
国
に
来
た
が
、
今

回
の
た
び
が
一
番
良
か
っ

た
」
の
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。　
　
　
　
　（
三
好 

敏
）

北
朝
鮮
国
境
の
街

　
丹
東
か
ら
大
連
港
へ
Cコース

厦
門・華
安
土
楼
か
ら

　
　
　
　
コ
ロ
ン
ス
島
へ
Ｂコース

初
め
て
の
中
国
訪
問
の
旅

　
　
　
　
渡
辺
　
俊 

一

〈
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
製
薬
〉

Aコース

見
に
行
く
会
い
に
行
く
中
国
の
旅

　
　
北
京
か
ら
瀋
陽
、大
連
へ

中国帰国者
新春餃子パーティー

帰
国
者
の
方
々
と
一
緒
に
、

ち
ょ
っ
と
早
い
「
春
節
」
を

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！

★
日
時
　
２
０
１
７
年
１
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分

★
会
　
場
　
豊
島
区
生
活
産
業
プ
ラ
ザ

★
参
加
費
　
２
０
０
０
円

★
主
　
催
　
東
京
都
日
中
友
好
協
会

※歌と踊りとビンゴもありますよ♪

日　 本　 と　 中　 国 東京版


